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	教育方針（大枝三訓）
	　 　 「自尊自立」・「自他共生」・「協働感謝」
	学校教育目標
	　 　 確かな学び・心身の豊かさ・つながる力
	基本理念（学校教育目標を達成するために）
	　 　 １.　生徒一人ひとりを徹底的に大切し、より丁寧な教育活動をおこなう。
	　 　 ２.　教職員が互いの責任を明確にし、組織としての協働性をさらに高める。
	　 　 ３.　家庭・地域・関係機関等との連携を密にし、本校の教育力向上を目指す。
	めざす生徒像
	　 　 ・自ら課題を見つけ、学びに向かう生徒。（自尊自立⇒家庭学習ができる）
	　 　 ・心身ともに健康で、互いを思いやる生徒。（自他共生⇒いじめをしない・みすごさない）
	　 　 ・共に高め合い、つながり合う生徒。（協働感謝⇒縦割り集団で清掃活動ができる）
	平成29年度　研究主題
	　 　 「共に高め合い、協働的に『「つながる力』を持つ生徒の育成」
	指導の重点
	　 　 １.　人権尊重の精神を基盤に据えた縦割りによる「集団づくり」
	　 　 ２.　確かな学力をつける「授業づくり」
	　 　 ３.　自分の将来をたくましく切り拓くための「夢づくり」
	　 　 ４.　9年間を見通した「学びの連続性」を構築する
	　 　 ５.　保護者・地域の思いを受けとめ、地域ぐるみの教育を推進する

